
② 施肥量 (成分/a)

N ～ Q 5 2  P 2 0 5 ～ Q

③ 除 草剤 (Кフ/a)

MO粒 剤～3K夕(7月 5

④ 刈 取り時期

的穂畑→聴揃期

2)生 育収量調査

試験 区 名

草 丈

G筋)

6S  K2 0~α 48

日 )

(な秩 ) (Kみ/乞 )

生  育 収  量

生草重
項

ト

同左標比

(%)

拝

O″)

穂 長

(C泥 )

同左傑比

(%)

飛即在来 (標 )

(畑苗代～手種 )

飛騨在来

(摘育苗i機 械移植 )

157

153

100

78

(100)

131

(169)

9  労 働生産性か らみた作4勿選択の指標 (農 試 流 通経済科 )

( 1 )背 景 とね らい

1  本 田刊/fJ語臨や畑作振興 Lから新規導入作物の選択する機会が多くなっている。このよ

たドとから労働生産性を基準とした作物選択の指標として指導上の参考に供する。

405
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( 2 ) 技術 内 容

農業経営の目標は、作物選択を通して経営が所右する土地 と労働力の組合せを経済的に効

率化することにある。このような作物選択の指標となる労働生産性は、10a当 たり投下労

働の逆数 (X軸 )と、 10a当 たり所得 (Y軸 )との積としてあらわすことができる(図 1.

付表参照 )。この図によぅて作物の経営的性格を次のように区分できる。 (表 1.)。

第 I排 :10a当 たり投下労働 800時間以上で極あて労働条約であり、 10a当 たり所得

(50万 円以,上)も高いが、小面積しか作付できない作物群。

第I辞 :10a当 たり投下労働 200～ 600時借〕で労働集約であり、 10a当 たり所得 (10
′
   ～ 40万 円 )が高く、第 1群よりやや作付面積が大きい作物辞。

第皿祥 :10a当 たり投下労概j200時間未満でやや労働柴約ないしは粗放であり、 10a

当たり所得 (10万 円未満 )は低いが、大lai積を作付できる作物群。

( 3 ) 指 導上 の留意点   ,

1)各 作物の 104当 たり生産貨と所得 ・作付相当面積の指標は付表に掲げた。付表は現行

生産農家の調査結果であるが、適用対象農家の生産技術水準が果なる場合は適宜数値を補

正して利用すること。

2)野 菜類の粗収益単価は東京中央卸売市場のlla和51年 ～ 54年 平均価格で算出している

が、大幅な価格変動が見込まれ■場合は補正して利用すること。

( 4 )試 験成 績 の概要

1)試 験課題名  野 菜の産地育成に関する経営的研究

2)試 験年次 ・場所  昭 和 511～ 53年 度 農 試経営部
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投下労働 100人 相当作付面積 (a)
図 1 労 働生産性からみた作物の経営的性格
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表 1.労 働生産性による作物//D調甥J区分

区 分

a当 た り

投下労働

‐ ０

一

囃

付
当
積

作
相
面

名物作

第 I群

∽ ■)

5 0万

以上

9 時間 )

1,000以 上

800以 上

( a )

7断

10めfF

ハウスいちご(無加温 )、 夕ヽウスきゅうり(半促成 )

夏秋きゅうり、ハウスとまと(半促成 )

夏秋とまと

第Ⅱ排
4 0 ラ'

S

1 0 万

００

　

　

８０

　

００

５

　

　

　

　

２

　

　

２

以上

以、上

以上

1 4卵

30う灯ド

44j以下

ハウスとまと (州'付,」)、 ハウスきゅうり(邦陣J)、

りんどう、ながいも

ほうれん草、たまねぎ、りんご、どどう

たばこ、にんに く、加工とまと

弟皿l l l I
1 0 万

未満

100,人」二

75以 上

70未満

80ヅF

100メF

125姓

すいか、ばれいしょ、短根にんじん、春どリレタス、

夏秋 レタス、きゃべつ、かばちゃ

水稲、大豆、小麦、落花生

だいこん、はくさい、スイートヨーン

注 )作付相当面積は投下労働 100人当たりの商積である。 1日所得 8千円

ハウスきゅうり。
( 半促 成)

1日所得
4千円

７

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

５

・ｏ

ａ
当

た

り

所

得

（
万

円

）
・ りんご

た↓ゴ姿がどう

秋きゅうり'

ハウスとまと.
( 半促 成)

/

いながいゃ,スとまと/
・ハウス き ゅ

(岬
)

( 抑 制 )

1日所得
2千 円く

・

確にコ印”一４陣

ス
イ

ー
ト

秋

さ
夏
く

100          300          500

10a当 たり投下労働 (時間 )

図 2 10a当 たり投下労働と所得の関係
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付表 作 物の 10a′当たり所得と作付相当面積

粗 収益

(円)

1は1 920

4Q 855

収 畳

(K夕)

564

258

第 1 次

生産貸

(円)

10島 920

品ヽ  458

所 得

(円)

投下労
働時間

(i期削)

81

作付相
当面積

( a )

一
た
得一贈卿０

調査

年度

98 929

f 1 9 7 1 0

987 q 770 53

10は 1 2.012 磁

|百T,8~高豪誘 o4 653
９

】
2■ 829 31, S24 R S 8t421 2Q T99 53

4  大      豆
叡け 345 135 44300 2Q 220 9は 3 1. 949 52

5   ″ (高収量 )
η虫 000 300 6Q515 41, 543 5 r t 14豊 ，， Q 154 54

8 夏 秋 き ゅ うり 1, 07tR 532
lα 356 ],052444 752,467 1. 074 転 605 58

7   ″ (高収量 ) ■
144転 720 la 944 84Q 898 1・22Q 235 897 & 9 lQ IS2 51

う
成
ゆき

促
スゥ
半
ハ
て

1, 725 000 lZ 421 1,21転 000 861, 000 1, 262 l S  4 &458 58

9 (抑
 ″  制 )

SlS ユ 841 55Q 000 222000 596 1 & 4 名 980 53

10 夏  釈
―
と ま  と 1,01名 755 11, 619 391 318 68q 819 828 a 7 8404 50

11   ″ |(1高技量 ) 1,344646 1島 428 35Q 689 1・194208 664 121 14376 50

言=高声孫訂馬悪1, 279 000 & 110 l,06& Oo0 50■ 000 1, 08″ 7 4 3 756 53

″

(抑    f倍 け)
88& 000 4 612 736 000 273 000 823 9 7 名 653 53

1 1 4 春ど リ レタ ス 99453 2,555 107 905 54611 10] 7a 3 4825 52

1 1 5 夏秋
レ タ ス 94400 1. 690 87 685 5こ 548 81 98 8 島 485 52

16 短 根 に ん じ ん 14亀 920 1, 080 116 953 94 248 127 6& 0 転 986 乾

1 7  スイ ー ト コ ー ン 119 435 1, 385 4q 395 81 477 46 1740 二& 561! 52

18 き や ペ つ
8巳 962 4, 500 的  384 811 8 乱 326 52

19 ャま  く  さ   い 6Q487 4500 a巳 069 38 044 63 127 0 4831 52

20 ほ うれんそ う 198 849 952 駅1 670 14岳 810 395 2a 3 名912 53

21 た  ま  ね  ぎ 201. 26S 亀 930 21名 543 81 464 307 2d 0 名279 52

22  '生 が  い   も 514837 8 000 45豊 433 314362 592 1こ 5 4221 52

23 |こ ん に
′

ヽ
368 873 1. 182 411, 399 27を 406 184 435 11, 843 52

2年 tず 加′ ｀  ヽし  ょ
145 Z900 196 369 48 580 139 575 ゑ795 52
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作 物
粗 収 益

(円)

収 量

(K″)

第 1 次
生産賛

(円)

所 得

(円)
帥卿蠅

作付相
面面積

(a )

1 た
得贈所
の
り

調査

年度

25だ  ぃ  こ  ん 80 ooo 4000 5Q 803 5a 135 6 4 ０
●

26か   ば   ち   ゃ 9Q 1. 633 12Q 219 989 70 2 73 52

2 7 カg i ェと ま と 129 000 ヽ 350 11岳 342 17イ 755 291 27 5 4886

2 8 す  ぃ  か 119 925 & 570 126 613 4Q 454 4q l 名280 52

デ
」
ヽ
ノ生

995 825 1. 799 484,857 851 020 1. 562 & 1 4,389 49

3 0 りん ど う 884594 31,611本 410 108 414,487 576 1 & 9 転 757 51

チ
」
ぉヽ
ノ種一

は
レ一

た
く

３

　

一

3的 344 273 124013 27 iヽ331 207 38 7 lQ 640

3 2 落  花  生 139 920 440 49 252 9Q 668 85 94.2 軌 533 58

鋼あ彰鬼0如あ イ8亀 036 2.461 289 922 307 ｎ
０ 281 2&4 亀 743 53

34ご整ャン70場デラ2暢み 374、 125 1, 850 20a 832 26岳 878 282 2&4 7 542 53

注 ①  野 菜類の粗収益は東京中央角]売市場の昭和 51～ 54年 平均価格で算出した。但しいち

ごは札幌市場の同年平均価格である。

② 所得的生産rrt(所得をあげるのに要した費用)=粗収益T所得により逆算できる。

① 作付相当面積は投下労働人数100人(800時間)を前提とし、こオ1′を10a当 たり労働

時間で常Jった値である。              ,

i④ 指 標の作成には下記の資料を引用 した。それ以外は岩手農試の調査による。

作物血 &豊 1ゑ 1&21～ 2&2&272&32青 森農試農業経営研究資料拘 58

作物Ara 2 9 東北農試農経研究資料Ara 4 5            .

作物脇 30 山 形農試研究資料Ara 5 1-7

作物拒 1,そ4.阜 農 林水産省生産貨調査     ■

作物の調査地は青森 ・山形農試以外は岩手県内である。
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